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〈設置目的〉

北海道開発局 i-Construction推進本部

〈設置目的〉
○国土交通省においては、建設現場における生産性を向上させ、魅力ある建設現場を目指す新しい取り組みで

あるi-Constructionを推進することとした。
○北海道開発局においては、i-Construction（「ICT技術の全面的な活用」、「規格の標準化」、「施工時期の平準○北海道開発局にお ては、 （ 技術の全面的な活用」、 規格の標準化」、 施 時期の平準

化」）を国の現場に導入するためのアクションプラン策定や地方公共団体及び業団体への普及活動を推進する
ため、推進本部を設置する。

〈推進本部〉
：局長
：局次長
：開発監理部長、事業振興部長、建設部長、港湾空港部長、農業水産部長、営繕部長、
開発監理部次長（計画担当） 事業振興部調整官

〈推進本部〉
本 部 長
副本部長
メ ン バ ー

開発監理部次長（計画担当）、事業振興部調整官

：事業振興部長
〈推進幹事会〉
幹 事 長

：技術管理課長
：開発調整課長、工事管理課長、機械課長、河川工事課長、河川管理課長、道路建設課長、
道路維持課長、港湾建設課長、空港課長、農業設計課長、農業整備課長、水産課長、技術・評価課長

副幹事長
メ ン バ ー

〈検討部会〉
i-Construction推進に向けた具体的な方策や課題に対して、必要に応じ検討部会を設置する。

〈実施内容〉
①i-Constructionを直轄現場へ導入するためのアクションプラン策定

・説明会、フォーラム等の企画
・新たな基準 積算方法の周知徹底・新たな基準、積算方法の周知徹底

②地方公共団体へのi-Construction普及活動
③建設業界（施工業者、設計コンサルタント）へのi-Construction普及活動
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建設現場における生産性の現状

○土木工事における生産性の変遷 ○建設現場における工種別技能労働者の割合○土木工事における生産性の変遷

○トンネルは、約５０年間で生産性を１０倍に向
上。一方、土工やコンクリート工などは、生産
性向上の遅れた部分が残 ている

○建設現場における工種別技能労働者の割合

○土工とコンクリート工で直轄工事の全技能労
働者の約４割を占める

性向上の遅れた部分が残っている。

■トンネル工事
山岳トンネルの場合

「機械土工・舗装関連」及
び「現場打ちコンクリート
関連」で全体の約40％

H24国土交通省発注工事実績

出典：日本建設業連合会 建設イノベーション

■土工
盛り土法面整形工（粘土 粘土質）の場合

■コンクリート工
コンクリ トポンプ車打設工（鉄筋構造物）

○我が国の産業別の労働生産性水準

○建設産業では約８割程度の水準（対米比）。盛り土法面整形工（粘土・粘土質）の場合 コンクリートポンプ車打設工（鉄筋構造物）
の場合

○建設産業では約８割程度の水準（対米比）。

我が国の産業別の労働生産性水準（対米国比、米国＝100）（出典：通商白書2013）
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ICT技術の全面的な活用（土工）
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規格の標準化（コンクリート工）
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